
平成19年度　学会発表

1 田中照夫、岡崎由紀、服部暁昌、野中美智子、福田充宏、堀見忠司：電子カルテシス
テム導入施設における医薬品インシデント事例の分析、日本医療マネジメント学会、
2007年7月、東京

2 田中聡、金澤史佳、宮本典文、服部暁昌、田中照夫、斎坂雄一、熊田恵介、福田充宏：
高知医療センターにおける薬物中毒症例への薬剤師の関わり 、第29回日本中毒学
会、2007年7月、東京

3 田中広大、藤澤康代、公文登代、隅田裕夫、 服部暁昌、田中照夫：調剤および注射薬
調剤に関するインシデント事例の分析と過誤防止対策、第5回日本医療マネジメント学
会高知県地方会、2007年8月、高知

4 岡崎由紀、公文登代、服部暁昌、伊藤隆光、福井康雄、谷木利勝、田中照夫：高知医
療センターにおける抗菌薬適正使用の取り組みーICTカンファレンスによる症例検
討ー、第17回日本医療薬学会年会、2007年9月、群馬

5 服部暁昌、岡崎由紀、田中聡、宮本典文、松本理恵子、吉村利津子、野中美智子、武
田明雄、田中照夫：高知医療センターにおける医薬品安全管理ー病棟におけるインシ
デント事例の分析と病棟薬剤師の関わりー、第17回日本医療薬学会年会、2007年9
月、群馬

6 澤田知加子、武田美沙子、高平豊、宮本典文、山本創一、服部暁昌、池田久乃、田尻
信子、辻晃仁、森田荘二郎、田中照夫：地域がん診療拠点病院における薬剤師の役
割ー医療機関を対象としたがん化学療法の安全管理に関する実態調査と啓発教材の
作成ー、第17回日本医療薬学会年会、2007年9月、群馬

7 橋田真佐、金澤史佳、朝倉由加里、藤澤康代、井西千香、段松雅弘、田中聡、宮本典
文、服部暁昌、田中照夫：高知医療センターにおける臨床薬剤業務ー病棟業務評価
指標の設定と定量的評価、第17回日本医療薬学会年会、2007年9月、群馬

8 齋藤昌久、田中照夫、相川康博、鈴木淑夫、萩原正和、友田泰樹、西井諭司、山下光
久、向　孝次：8施設の自治体病における医薬品関連インシデントの分析、第46回全国
自治体病院学会、2007年10月、札幌

9 段松雅弘、橋田真佐、公文登代、田中聡、岡崎由紀、隅田裕夫、服部暁昌、辻隆弘、
田中照夫：簡易懸濁法のオーダに対応する自動調剤システムの構築とその有用性、第
46回全国自治体病院学会、2007年10月、札幌

10 小野さやか、小崎奈津子、湯川絢子、吉谷克也、田中照夫、深田順一、池田久乃、田
尻信子、辻晃仁：高知医療センターにおけるがん臨床試験の実施体制ーSMO委託に
よる現状ー、2007年10月、京都

11 武島愛、濱田真夏、武田美沙子、澤田知加子、山本創一、服部暁昌、田中照夫：高知
医療センターにおける抗がん剤のレジメン管理と無菌調製の現状、第46回日本薬学
会・日本病院薬剤師会　中国四国支部学術大会、2007年11月、高知

12 武田美沙子、澤田知加子、高平豊、段松雅弘、宮本典文、山本創一、服部暁昌、田中
照夫、辻晃仁：新規抗がん剤「アバスチン_（ベバシズマブ）」の安全管理体制と使用状
況、第46回日本薬学会・日本病院薬剤師会中国四国支部学術大会、2007年11月、高
知

13 澤田雅、鍋島静、高平豊、岡崎由紀、服部暁昌、田中照夫：医療安全管理から見た医
薬分業の評価ー疑義照会の現状と薬薬連携の取り組みー、第46回日本薬学会・日本
病院薬剤師会中国四国支部学術大会、2007年11月、高知

14 宮本典文、川田敬、田中聡、服部暁昌、田中照夫、杉本和彦、森本雅徳、福田充宏：救
命救急センターにおける医薬品副作用症例の分析、第46回日本薬学会・日本病院薬
剤師会中国四国支部学術大会、2007年11月、高知



15 川田敬、金澤史佳、田中聡、宮本典文、服部暁昌、田中照夫、杉本和彦、森本雅徳、
福田充宏：救命救急センターにおける薬剤師の役割-急性薬物中毒患者への対応と日
本中毒情報センターへの症例報告ー、第46回日本薬学会・日本病院薬剤師会中国四
国支部学術大会、2007年11月、高知

16 篠佳代子、久保田ちひろ、田中広大、藤澤康代、公文登代、隅田裕夫、服部暁昌、田
中照夫：処方・注射チェックシステムを利用した処方監査の有用性、第46回日本薬学
会・日本病院薬剤師会　中国四国支部学術大会、 007年11月、高知

17 井西千香、金澤史佳、朝倉由加里、橋田真佐、段松雅弘、田中聡、服部暁昌、田中照
夫：インスリン製剤の安全管理に対する病棟薬剤師の関わり第46回日本薬学会・日本
病院薬剤師会中国四国支部学術大会、2007年11月、高知

18 公文登代、田中広大、岡崎由紀、服部暁昌、伊藤隆光、福井康雄、田中照夫：抗菌薬
適正使用への薬剤師の取り組み、第23回日本環境感染学会、2008年2月、長崎

19 武田美沙子、澤田知加子、山本創一、服部暁昌、田中照夫、辻晃仁：新規抗がん剤の
安全管理における薬剤師の役割-分子標的治療薬「アバスチン」の新規取扱いを通し
て-、日本薬学会第128年会、2008年3月、横浜

20 川田敬、田中聡、宮本典文、服部暁昌、田中照夫、杉本和彦：救急医療における臨床
薬剤業務の現状と課題、日本薬学会第128年会、2008年3月、横浜


